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2010/9/21 第7回首都直下プロジェクト運営委員会

サブプロジェクト間の連携報告サブプロジェクト間の連携報告

纐纈一起・酒井慎一纐纈一起・酒井慎一

東京大学地震研究所東京大学地震研究所

首22-1-23

22

20092009年度の連携報告年度の連携報告

長周期地震動予測地図長周期地震動予測地図20092009年試作版年試作版

から，想定東海地震の首都圏におけるから，想定東海地震の首都圏における
予測波８波をサブプロジェクト２に提供．予測波８波をサブプロジェクト２に提供．

サブプロジェクト２では検討ののち，東サブプロジェクト２では検討ののち，東
京都庁における予測波を入力地震波の京都庁における予測波を入力地震波の
ひとつとして採用．ひとつとして採用．
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20092009年年1010月月EE--DefenseDefense実験の概要実験の概要

長周期地震動を受け
る耐震補強超高層建
物（21階建て相当）の

震動台実験

44

20102010年度の連携報告年度の連携報告

77月月2828日千葉県北部の地震（日千葉県北部の地震（MM 5.05.0）の成田と新宿における）の成田と新宿における
記録を，記録を，MM 7.37.3にスケーリングした波形をサブプロジェクト２へにスケーリングした波形をサブプロジェクト２へ

提供提供

サブプロジェクト２では，サブプロジェクト２では，1010月月44日に日にEE--DefenseDefenseで行われる医で行われる医

療施設免震構造実験の入力地震波に用いる予定．療施設免震構造実験の入力地震波に用いる予定．
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三里塚小学校
(SRT、成田空港の横)
での模擬波形

震源距離 約20km

↓

サブプロジェクトサブプロジェクト22
への提供波への提供波 (1)(1)

66

↓

西新宿小学校
(NSJ、東京都庁の横)
での模擬波形

震源距離 約75km

サブプロジェクトサブプロジェクト22
への提供波への提供波 (2)(2)
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20201111年度の連携計画年度の連携計画

44--11の研究計画の中で，首都直下地震の震源モデル（酒井の研究計画の中で，首都直下地震の震源モデル（酒井, , 
20102010）を用いて首都圏における広帯域強震動予測を実施．）を用いて首都圏における広帯域強震動予測を実施．

得られる予測波，ハザード地図などをサブプロジェクト得られる予測波，ハザード地図などをサブプロジェクト22，，33へへ
提供予定．提供予定．
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つくば藤沢 東京

(想定）東京・神奈川の地震(M6.8)

（想定）千葉中央部の地震(M6.8)

可
能
性

PHS:フィリピン海プレート
PAC:太平洋プレート

MeSO-netによるトモグラフィー断面図
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フィリピン海プレート上面付近の地震 フィリピン海プレート内の地震

(想定）東京・神奈川の地震(M6.8) （想定）千葉中央部の地震(M6.8)
可
能
性

どこで地震が起きるのか・起きないのか
どの程度の規模の地震が起きるのか

1010

沈み込むプレート上でのVp/Vs分布

プレート上面

20ｋｍ

30ｋｍ

40ｋｍ

（想定）東京湾北
部の地震M7.3

（想定）東京・神奈
川の地震 M6.8

・Vp/Vsが1.78前後
の地域

・地震活動が集中
・ｂ値が高い地域に
囲まれている

H20年度までの178点のデータ

可
能
性

プレートプレート
境界地震境界地震
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沈み込むプレート内でのVp/Vs分布

20ｋｍ

30ｋｍ

40ｋｍ

プレート上面から30km

（想定）千葉県中央部
の地震（N6.8）の断層

領域

・Vp/Vsが1.78前後で
急変している地域

・地震活動が集中
・明治東京地震か？
（古村・竹内、2007）

（想定）千葉中央部の地震(M6.8)

H20年度までの178点のデータ

可
能
性

プレートプレート
内地震内地震


